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0. 報告内容
1. パーソントリップ調査（PT調査）とは
2. PT調査データの可視化事例の紹介

① グラフを使った可視化
② 地図を使った可視化

3. 第5回近畿圏PT調査データの情報公開
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1. パーソントリップ調査（PT調査）とは
• まちづくり、都市計画・地域計画を立案するためには、都市活動（特

に人の動き）を把握する必要あり
• しかも、移動する人の属性や移動目的、移動手段を総合的に把握し

たい!
• 都市圏の人の動きを総合的に把握するアンケート調査が、パーソント

リップ調査（PT調査）です
– かつては鉄道や道路の新線計画に広く活用
– 今後も都市交通モニタリングや将来分析のニーズあり
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1. パーソントリップ調査（PT調査）とは
• パーソン＝人、トリップ＝動き
• 「いつ」「どこから」「どこまで」「どのような人が」「どのような目的で」「どのよ

うな交通手段を利用して」移動したのか、1日のすべての動きをとらえる
調査
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1. パーソントリップ調査（PT調査）とは
• PT調査は全国で実施されています

– モニタリング情報としては、実施頻度の低さが課題

5出典:国土交通省（2007年）



1. パーソントリップ調査（PT調査）とは
• ３大都市圏PT調査は昭和40年代から10年間隔で5回実施

– 東京都市圏、中京都市圏、京阪神都市圏（近畿圏）

• 本報告では、平成22年に実施された第5回近畿圏パーソントリップ調
査（近畿PT）データについて紹介

6（背景地図）Googleマップ
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1. パーソントリップ調査（PT調査）とは
＜第5回近畿圏パーソントリップ調査の概要＞
① 調査対象範囲

– 近畿圏全域（2府4県4政令市）

② 調査方法
– 郵送配布、郵送またはWeb回収

（第4回までは訪問配布・訪問回収）

③ 調査期間
– 平成22年10月～11月
– 平日と同規模で休日調査も実施

④ 目標サンプル数
– 約70万サンプル（5歳以上）

⑤ 調査対象世帯
– 約186万世帯

（全世帯約877万世帯の約21％）

7



1. パーソントリップ調査（PT調査）とは
⑥ 調査票

– 個人属性（世帯表）
• 性別、年齢、職業、運転免許の有無
• 自宅、勤務先・通学先の住所
• 外出困難、要介護認定の有無 など

– 移動特性（個人票）
• 移動の出発地・到着地
• 出発地・到着地の施設の種類
• 移動目的、移動手段、移動時刻 など

⑦ 回収率
– 19.9％

⑧ データ整備後の有効サンプル率
– 平日:2.9％、休日:2.8％

⑨ 拡大係数（平均）
– 平日:34.0、休日:35.8
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1. パーソントリップ調査（PT調査）とは
• 調査結果をとりまとめたマスターファイルは、数字の羅列

– マスターファイルは非公開（京阪神都市圏交通計画協議会に申請が必要）

• 本日のワークショップで扱うのは、ゾーンやOD毎に集計されたデータ
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2. PT調査データの可視化事例の紹介
• まずは、近畿圏の地域分析

– 245市区町村をクラスター分析
• 人口密度（H22国勢調査）
• 昼夜率（H17国勢調査）
• 産業構成（H17国勢調査）

– 地域特性を4つに分類
• 地域Ⅰ（都心部）
• 地域Ⅱ（都心周辺部）
• 地域Ⅲ（郊外部）
• 地域Ⅳ（地方部）
• ただし、一部市区町村では地域の

連続性を考慮して分析結果を修
正し（久御山町:地域Ⅰ→地域
Ⅱ、太地町:地域Ⅲ→地域Ⅳ）

• やはり、京都・大阪・神戸が近畿
圏の広域的なコア



2. PT調査データの可視化事例の紹介①
①グラフを使った可視化
• 人の動きは増えているのか?

– 夜間人口は横ばいであるものの、
平成22年に総トリップ数が減少・・
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資料:第5回近畿圏パーソントリップ調査（第３回圏域による集計）



2. PT調査データの可視化事例の紹介①
• 夜間人口が横ばいなのに、総トリップ数が減少!?

– 若者が全体的に外出しなくなる傾向（生活様式の変化?）
– 65歳以上の移動が活発化

• 元気高齢者の移動を支えるインフラ整備とは?
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資料:第5回近畿圏パーソントリップ調査（第３回圏域による集計）
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2. PT調査データの可視化事例の紹介①
• 元気高齢者たちはどのように移動している?

– 公共交通よりも自動車!
– 免許保有率の向上、リタイアしても隠居はしない
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資料:第5回近畿圏パーソントリップ調査（第３回圏域による集計）



2. PT調査データの可視化事例の紹介①
• 公共交通or自動車交通、どちらに舵を切る?

– 人口減少による交通需要減少という状況下・・・
– 自治体は交通政策に対する選択を迫られる
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資料:第5回近畿圏パーソントリップ調査

市区町村別の人口密度と代表交通手段の関係



2. PT調査データの可視化事例の紹介①
• 地域活性化には、公共交通＞自動車?

– 公共交通利用者は、クルマ利用者よりも、⾧い時間まちなかで買物をしている
– 公共交通がより経済の活性化に貢献?
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資料:第5回近畿圏パーソントリップ調査

※鉄道駅勢圏（1.5km圏）、バス停圏（300m圏）に含まれる
郵便番号ゾーンを公共交通利便地域として集計
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2. PT調査データの可視化事例の紹介②
②地図を使った可視化
• 近畿PTのゾーン体系

– 府県市ゾーン
– 大ゾーン
– 中ゾーン
– 市区町村ゾーン
– 小ゾーン
– 郵便番号ゾーン（※非公開）

• ここでは、一定程度のまとまりで地
域を眺めるため、中ゾーンで分析
– ゾーンサイズは都心部で小さく、地

方部で大きい
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近畿PT中ゾーンのようす



2. PT調査データの可視化事例の紹介②
• 人々はどの地域のから出発して、

どの地域に到着するのか?
– 人口の多いエリアに集中?

• 発生集中量
– 発生量と集中量の和
– 発生量:

• 当該エリアを出発するトリップ数
– 集中量:

• 当該エリアに到着するトリップ数
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中ゾーン別発生集中量

資料:第5回近畿圏パーソントリップ調査



2. PT調査データの可視化事例の紹介②
• 自動車がよく使われる地域は?

– 地方部では、自動車交通が卓越
– 京阪神以外はクルマ社会

• 発生集中量の自動車分担率
– 発生集中量のうち交通手段（代

表交通手段）が自動車であるもの
の割合
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中ゾーン別発生集中量の自動車分担率

資料:第5回近畿圏パーソントリップ調査



2. PT調査データの可視化事例の紹介②
• 人の流れはどうなっている?

– 京都、大阪、神戸を核とする流動
（地域分析結果と合致!）

– 広い大阪の影響範囲
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中ゾーン間OD量

資料:第5回近畿圏パーソントリップ調査

（背景地図）Esri, DigitalGlobe, GeoEye, Earthstar 
Geographics, CNES/Airbus DS, USDA, USGS, AeroGRID, 
IGN, and the GIS User Community



2. PT調査データの可視化事例の紹介②
• とはいうものの、地域間流動は減少傾向（H12→H22）

– 大阪市を中心とした多くの地域間でトリップ数が減少
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資料:第5回近畿圏パーソントリップ調査（第３回圏域による集計）資料:第5回近畿圏パーソントリップ調査（第３回圏域による集計）



2. PT調査データの可視化事例の紹介②
• 人の動きからみる地域クラスター

– 通勤時間帯は優着トリップ（ある
地域を発生するODのうち最も多い
流動）が大阪に集中

– 意外に神戸の通勤圏が小さい?
– 地域間連携に向けた基礎情報とし

て活用
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中ゾーン間優着トリップ（6～9時台）

資料:第5回近畿圏パーソントリップ調査



2. PT調査データの可視化事例の紹介②
• 大規模災害が起きたら?

– 昼間は大阪中心部に人口が集中
– 数十万人規模の帰宅困難者がで

る可能性
– ターミナルでの混雑・混乱の懸念

• 通勤・通学先施設での一時滞留
を促すなどの対策が重要
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資料:第5回近畿圏パーソントリップ調査



3. 第5回近畿圏PT調査データの情報公開
• 交通計画情報プラットフォーム

– 京阪神都市圏交通計画協議会ウェブサイトに設置
– 近畿圏PT調査の概要、データ集計システム、データ閲覧システム（利用頻度の

高い集計のcsv）などを公開
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近畿圏ＰＴ



3. 第5回近畿圏PT調査データの情報公開
• 第5回近畿圏PT調査データを自由に集計できる、クラウド型の集計シ

ステム
– 個人情報の登録なしで誰もが利用可能
– 集計仕様を設定し、実行すると、結果が出力される
– マスターファイルからゾーンや年齢を集約した一次集計ファイルを集計元としている
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